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義務教育就学児医療費助成制度所得制限額表
（２５年１０月以降）　※２５年度（２４年中）所得で判定

収入額の目安所得制限額扶養親族等の数
８３３万３,０００円６２２万円０人
８７５万６,０００円６６０万円１人
９１７万８,０００円６９８万円２人

９６０万円７３６万円３人
１,００２万１,０００円７７４万円４人
１,０４２万１,０００円８１２万円５人

収入額は、給与所得控除額等相当分を加算した額で
す。判定は所得額で行い、収入額は用いません。
※所得制限額に加算する金額
　◎老人扶養親族１人につき　　６万円
　◎６人目以降１人増すごとに　３８万円
※所得額から控除できる金額
　◎社会保険料相当額　　　一律８万円
　◎雑損、医療費、小規模企業共済等掛金控除相当額
　◎障害者控除額　　（普通）２７万円（特別）４０万円
　◎寡婦・寡夫控除額（普通）２７万円（特別）３５万円

東9一時東9一時東9一時

N

（一時利用専用。自転車、原付）（一時利用専用。自転車、原付）（一時利用専用。自転車、原付）
西9一時西9一時西9一時

（一時利用専用。
機械式。自転車のみ）
（一時利用専用。
機械式。自転車のみ）
（一時利用専用。
機械式。自転車のみ）

　西10一時　西10一時　西10一時

バイクバイクバイクバイクバイクバイクバイクバイク

東９一時（一時利
用専用。機械式。
自転車、原付）

市営自転車等駐車場と放置禁止区域
が自転車等放置禁止区域です

後
期
分
使
用
料
の
納
付

　

市
営
自
転
車
等
駐
車
場
を
利
用

す
る
際
、「
分
割
納
付
」
で
登
録
し

て
い
る
方
は
、
後
期
分
（　

月
以

１０

降
）
の
使
用
料
を
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
、

８
月　

日
付
け
で
納
付
書
を
送
付

２６

し
ま
し
た
。
９
月　

日
（
金
）
ま

１３

で
に
納
付
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

　

市
で
所
得
状
況
の
確
認
が
で
き

る
方
お
よ
び
現
況
届
を
提
出
し
た

方
に
は
、　

月
１
日
以
降
か
ら
使

１０

用
す
る
乳
幼
児
医
療
費
助
成

（
○乳
 

）・
義
務
教
育
就
学
児
医
療
費

助
成
（
○子
 

）
の
新
し
い
医
療
証

　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は
、
国

が
統
計
法
に
基
づ
き
５
年
ご
と
に

実
施
す
る
重
要
な
統
計
調
査
で
、

　

月
１
日
を
調
査
期
日
と
し
て
日

１０本
全
国
で
実
施
し
ま
す
。
昭
和　
２３

年
以
来
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
今

回
の
調
査
は　

回
目
に
な
り
ま
す
。

１４

こ
の
調
査
で
は
、
住
生
活
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
た
め
の
基

礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
①
住
宅
・
敷
地
の
広
さ
や
所

有
の
関
係
、
②
居
住
し
て
い
る
世

帯
に
関
す
る
こ
と
、
③
住
ま
い
の

設
備
状
況
や
住
環
境
な
ど
の
事
項

を
調
査
し
ま
す
。

調

査

の

対

象

　

調
査
の
対
象
と
な
る
世
帯
は
、

　

年
国
勢
調
査
調
査
区
の
中
か
ら

２２約
５
分
の
１
の
調
査
区
が
選
ば
れ
、

そ
の
地
域
内
に
住
む
世
帯
で
す
。

全
国
で
約
３
５
０
万
世
帯
を
抽
出

し
て
行
う
大
規
模
な
標
本
調
査
で

す
。調

査

の

方

法

　

９
月
下
旬
に
、
調
査
の
対
象
と

な
っ
た
お
宅
に
調
査
員
が
伺
い
、

世
帯
ご
と
に
調
査
票
を
配
布
し
ま

す
。
回
答
方
法
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
方

法
と
調
査
票
を

後
日
調
査
員
に

渡
し
て
い
た
だ

く
方
法
が
あ
り

ま
す
。
総
務
省

で
は
調
査
事
務
の
効
率
化
な
ど
の

観
点
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
の
利
用

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
「
住
生
活
基
本
計

画
」
の
成
果
指
標
の
設
定
、
耐
震

や
防
災
を
中
心
と
し
た
都
市
計
画

の
策
定
な
ど
、
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
調
査
票
の
集
計
結
果

は
、　

年
夏
頃
か
ら
順
次
総
務
省

２６

統
計
局
か
ら
公
表
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

回
答
い
た
だ
い
た
調
査
票
の
記

入
内
容
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
厳

重
に
保
護
さ
れ
、
統
計
を
作
成
・

分
析
す
る
目
的
以
外
に
使
用
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
企
画
経
営
室
総
務
課

統
計
調
査
担
当
緯
４
７
０
・
７
７

１
４
へ
。

　
【
日
時
】
９
月　

日
（
土
）
午
後

１４

１
時
〜
４
時

　
【
会
場
】イ
オ
ン
モ
ー
ル
東
久
留

米
２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
南
沢
５

ノ　

ノ　

）

１７

６２

　
【
内
容
】
講
師
に
よ
る
講
演
、
農

商
工
・
鉄
道
・
東
京
都
の
関
係
者

に
よ
る
都
市
観
光
に
つ
い
て
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
予
定
）

　
【
入
場
料
】無
料（
入
退
場
自
由
）

　

詳
し
く
は
産
業
振
興
課
緯
４
７

０
・
７
７
４
３
へ
。

さ
い
。

　

な
お
、
期
日
ま
で
に
納
付
手
続

き
を
行
わ
な
い
と
、
自
転
車
・
原

付
は
登
録
取
り
消
し
と
な
り
、
駐

車
場
を
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

駐
車
し
た
場
合
は
撤
去
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

新
規
の
登
録
申
請

　

市
営
自
転
車
等
駐
車
場
の
定
期

利
用
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。　

月
１
日
（
火
）
以
降
の
定

１０

期
利
用
を
希
望
す
る
方
の
受
け
付

け
は
、
９
月　

日
（
水
）
か
ら
行

２５

い
ま
す
。
な
お
、
登
録
は
利
用
状

況
に
よ
り
、
空
い
て
い
る
駐
車
場

の
み
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

空
き
の
な
い
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
で
の
受
け
付
け

と
な
り
ま
す
。

　
【
現
在
空
き
の
あ
る
駐
車
場
名
・

車
種
】
東
第
２
＝
自
転
車
（
２
階
）、

原
付
▼
西
第　

＝
自
転
車
、
原
付

１０

　

詳
し
く
は
施
設
管
理
課
管
理
調

整
担
当
緯
４
７
０
・
７
７
６
４
へ
。

（
オ
レ
ン
ジ
色
）
を
９
月
末
ま
で

に
郵
送
し
ま
す
。
現
在
使
用
中
の

医
療
証
（
黄
緑
色
）
は
、　

月
１

１０

日
以
降
に
、
子
育
て
支
援
課
（
市

役
所
２
階
）
へ
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

　

現
況
届
が
未
提
出
の
方
は
、
医

療
証
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
至
急
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

所
得
超
過
に
つ
い
て

　

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成

に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。　
２５

年
度
か
ら
所
得
超
過
に
よ
り
資
格

が
消
滅
す
る
方
に
は
、
受
給
資
格

消
滅
通
知
書
を
９
月
末
ま
で
に
郵

送
し
ま
す
。

新
た
に
受
給
の
対
象
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
所
得
超
過
に
よ
り
、

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成

（
小
・
中
学
生
）
の
対
象
と
な
ら

な
か
っ
た
家
庭
で
も
、　

年
中
に

２４

所
得
の
減
少
・
扶
養
家
族
の
増
加

な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
受
給
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

年
度
所
得
制
限
額
表
（
上
表

２５
参
照
）
を
確
認
の
上
、
９
月
中
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
申
請
に
必
要
な
も
の
】①
健
康

保
険
証
の
写
し
（
対
象
児
童
の
も

の
）
②
認
め
印
③　

年
１
月
２
日

２５

以
降
に
市
内
に
転
入
し
た
方
は
、

「
平
成　

年
度
所
得
証
明
書
」

２５

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
緯
４

７
０
・
７
７
３
６
へ
。

方
全
員
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

①
生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃

止
を
受
け
た
方

　

②　

年
度
市
民
税
・
都
民
税
が

２５

非
課
税
の
方
、
固
定
資
産
税
、
国

民
年
金
な
ど
の
掛
け
金
な
ど
が
減

免
の
方

「
わ
た
し
と
年
金
」　
 

エ
ッ
セ
イ
を
募
集

　

日
本
年
金
機
構
は
、
厚
生
労

働
省
と
協
力
し
て
、　

月
を「
ね

１１

ん
き
ん
月
間
」
と
し
、
国
民
の

皆
さ
ん
に
年
金
制
度
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

公
的
年
金
制
度
の
普
及
や
啓
発

活
動
を
展
開
し
、
全
国
各
地
で

年
金
出
張
相
談
な
ど
を
開
催
し

ま
す
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
、
広
く
国

民
の
皆
さ
ん
か
ら
公
的
年
金
制

度
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
エ
ッ

セ
イ
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

　

応
募
の
締
め
切
り
は
９
月　
２０

日
（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）
で

す
。

　

申
し
込
み
な
ど
、
詳
し
く
は

同
機
構
「
わ
た
し
と
年
金
」
担

当
緯　

・
５
３
４
４
・
１
１
０

０３

０
、
ま
た
は
同
機
構
ホ
ー
ム
ペ

http://w
w
w
.nenkin.

ー
ジ（        
 
 
         

go.jp

     
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

③
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
方

　

④
生
活
保
護
基
準
に
準
ず
る
世

帯
（
準
要
保
護
）
で　

年
分
の
世

２４

帯
全
員
の
総
収
入
が
認
定
基
準
以

下
の
世
帯
の
方

　

詳
し
く
は
同
課
学
事
係
緯
４
７

０
・
７
７
７
９
へ
。

年
３
月　

日
（
月
）
ま
で
、
退
職

３１

被
保
険
者
の
方
で　

歳
に
な
る
方

６５

は
誕
生
月
末
ま
で
（
誕
生
日
が
月

の
初
日
の
方
は
誕
生
月
の
前
月
末

ま
で
）
が
有
効
期
限
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
国
保
年
金
資
格

係
緯
４
７
０
・
７
７
３
２
へ
。

　

市
で
は
、
産
業
振
興
事
業
の
実

施
に
当
た
り
、
地
域
産
業
推
進
協

議
会
を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
同
協
議

会
内
の
観
光
推
進
事
業
部
会
で
は
、

こ
の
た
び「
東
久
留
米
市
の
観
光
」

に
着
目
し
、
多
く
の
方
々
に
市
の

観
光
資
源
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、「
観
光
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

主
催
は
東
久
留
米
市
地
域
産
業

推
進
協
議
会
。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観
光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

「
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
をををををををををををををををををををををを
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ままままままままままままままままままままま

開
催
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

後
期
分
使
用
料
の
納
付
・

新
規
の
登
録
申
請

市
営
自
転
車
等
駐
車
場

新
し
い
○乳
 

・
○子
 

医
療
証
を

送
付
し
ま
す

申申申申申申申申申申申申申申申申
請請請請請請請請請請請請請請請請
申
請
ははははははははははははははははは
おおおおおおおおおおおおおおおお
済済済済済済済済済済済済済済済済
みみみみみみみみみみみみみみみみ
でででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすす

お
済
み
で
す
かかかかかかかかかかかかかかかかか

私私私私私私私私私私私私私私私私
立立立立立立立立立立立立立立立立
幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼
稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚
園園園園園園園園園園園園園園園園
等等等等等等等等等等等等等等等等
就就就就就就就就就就就就就就就就
園園園園園園園園園園園園園園園園
奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨
励励励励励励励励励励励励励励励励
費費費費費費費費費費費費費費費費

　

私
立
幼
稚
園
等
就
園
奨
励
費
・・・・・・・・・・・・・・・・・

保保保保保保保保保保保保保保保保
護護護護護護護護護護護護護護護護
者者者者者者者者者者者者者者者者
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保
護
者
補
助
金金金金金金金金金金金金金金金金金

　

市
で
は
、
幼
児
を
私
立
幼
稚
園

な
ど
（
学
校
教
育
法
に
定
め
ら
れ

た
幼
稚
園
お
よ
び
都
知
事
認
定
の

幼
稚
園
類
似
施
設
）
に
通
園
さ
せ

て
い
る
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
「
私
立
幼
稚
園
等
就
園
奨
励
費

補
助
金
」
お
よ
び
「
私
立
幼
稚
園

等
園
児
保
護
者
補
助
金
」
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

６
月
か
ら
各
幼
稚
園
を
通
し
て

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま

だ
申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
最
近
市
外
か
ら
転
入
し

た
方
で
、
前
住
所
地
で
手
続
き
を

行
っ
た
と
い
う
方
も
、
改
め
て
東

久
留
米
市
に
対
し
申
請
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
子
育

て
支
援
係
緯
４
７
０
・
７
７
３
５

へ
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

一
斉
に
更
新
し
ま
す

　

市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど

に
よ
り
、
公
立
小
・
中
学
校
で
掛

か
る
費
用
が
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
る
家
庭
に
対
し
て
、
教
育
費

の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方

や
新
た
に
市
外
か
ら
転
入
し
た
方

は
、
学
務
課
（
市
役
所
６
階
）
で

至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
該
当
要
件
】こ
の
制
度
を
受
け

る
に
は
、
お
子
さ
ん
と
同
居
す
る
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お
済
み
で
す
かかかかかかかかかかかかかかかかか

年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

　

年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
をを

２５２５実
施
し
ま

実
施
し
ま
すす

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
以
下
、
保
険
証
）
は
２
年
ご
と

に
、
一
斉
に
更
新
し
ま
す
。
現
在
、

ご
使
用
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

９
月　

日
（
月
）
で
す
。
更
新
後

３０

の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
原
則
と

し
て　

年
９
月　

日
（
水
）
で
す

２７

３０

（
※
１
）。更
新
し
た
保
険
証
の
色

は
一
般
被
保
険
者
が
サ
ー
モ
ン
色
、

退
職
被
保
険
者
が
若
草
色
で
す
。

　

更
新
後
の
保
険
証
は
９
月
下
旬

に
世
帯
分
を
ま
と
め
て
、
世
帯
主

宛
て
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

　

月
１
日
（
火
）
か
ら
ご
使
用
い

１０た
だ
き
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
保

険
証
は
、　

月
１
日
以
降
、
都
合

１０

の
良
い
と
き
に
保
険
年
金
課
（
市

役
所
１
階
）、ま
た
は
各
連
絡
所
に

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
お
手
数
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
※
１
）
生
年
月
日
な
ど
に
よ
り

有
効
期
限
が
短
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。　

歳
に
な
る
方
は
誕
生
日
の

７５

前
日
ま
で
、　

歳
以
上
の
方
で
一

７０

部
負
担
金
割
合
が
１
割
の
方
は　
２６


